
【momosashico & totoko collab】

brooch ワークショップ

【坂野上百恵 with 安島モッコの会】

繋ぐ糸・つながる刺し子 micnic ver.

安島モッコ刺し® 
【坂野上百恵氏プロフィール】

安島生まれの安島育ち。独学で刺繍
に取り組んでいた後、2016年「工芸
ギャラリー」で安島の刺子に出会い魅
了され、その技術を研究、復活させ
る。「安島モッコの会」会長・技術指
導者・作家。2016年より安島の刺し
子の復活に携わり普及活動に従事。
会員の指導はじめ、古い着物から次々
と技術を復活させている。

●参加人数／午前の部：黒バージョン
午後の部：白バージョン  ともに各10名

●金額／5,500円（材料費込）
●内容／富山県の人気木工作家「totoko」さんに今回、このワークシ

ョップのためだけに特別に木枠のブローチの土台を作って頂
きました。長井さしこの「笹刺し」と「花十字応用２」のどちらかの文様を会津木綿に刺し、
くるみボタンの容量で仕立てた後、ブローチの土台にはめ込み完成させます。

●申し込み方法／
momosashico 長井さしこ®  HP内のオンラインショップにて

古くから伝わる日本ならではの刺し子技法を

グラフィックデザイナーの視点で現代のデザインに活用し、

実際にビジネスとして展開している経験や可能性を伝える

次世代に向けての講演会です。

●会　場／マチノクラ 福井市坂井市三国町北本町4丁目6-48  0776-82-8392

●講演者／山端
やまはた

家昌
いえまさ

  kogin.net 主宰
●申し込み方法／安島モッコの会HPやSNSにて ※事前予約制・無料

安島モッコ会を立ち上げて8年になりました。

この展示会は、これまでの安島モッコの会と三国・安島区が

共に歩んだ軌跡をご紹介する場でもあります。

東尋坊近くの森の中にあるカフェmi cnicでゆっくりとご観覧ください。

●会場／micnic
坂井市三国町安島13-62-7  0776-82-3929 
[定休日] 木曜日･金曜日

【繋ぐ糸・つながる刺し子講演会】

「進化する伝統の刺し子」
津軽こぎん刺しに探るデザインの可能性

11/30 土

13:00～15:00

三国町安島の海女が昔、仕事の合間に行っていた刺し子。物のない時代、主に

夫の作業着や家の人のためにと、保温や補強のために刺し子を施しました。

後に女性が自分の着物に刺し子したものを「モッコ」と呼び、他の刺し子と比べて、

とても細かい縫目が特徴で、ずっしりとした重量感が感じられます。この北前船が運んで

きた安島の海女文化を後世に残していく活動をしています。

開催期間中は安島モッコの会会員の作品展示、参加型オブジェ製作、小物販売もあります。

【安島モッコ刺し】

デニムシャツに活かす！

22 日

津軽こぎん刺しとデザイン
kogin.net
kogin.net

 安島モッコ刺し丨雄島の海女文化丨
坂井市

www.anto-moccosashi.com

12/9 月

山形県長井市はその昔、最上川舟運の

最終発着場であり置賜地域の物流拠点でした。

北前船の寄港地であった山形県の

酒田港から運ばれて来た様 な々地域の刺し子や、

上杉の城下町であった隣町の米沢市からも刺し子の文化が流入し

人々 の手によって花雑巾をはじめ、様 な々用と美が一致した日々 の暮らしに

溶け込む『長井さしこ』の日用雑器として大切に受け継がれています。

「totoko」さんの作品

12/1 日

午前の部
10:00～
12:00

午後の部
13:00～
15:00

12/8 日
13:30～

15:30

●参加人数／10名
●金額／4,000円（材料費込）
●内容／安島の海女が作業着に施したモッコ刺し。伝統柄の一つ「紋刺し」

を現代の作業着でもあるデニムシャツにワンポイント刺してみよう！
●申し込み方法／

anto.moccosashi@gmail.com
安島モッコの会HPやSNSにて

繋
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子
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